
国際公開シンポジウム
人間改造のエシックス
ブレインマシンインターフェース
の未来
開催場所　京都大学百周年記念ホール
日時　　　2008年 1月 14日（月、祝）　
　　　　　午前 10： 00 ～午後 6：00
  主催：「意識の先端的脳科学がもたらす倫理的・社会的・宗教的影響の調査研究」研
　　　　　　　　　究班（研究代表者：福山秀直（京都大学）、文部科学省・科学技術振興調整費）
  共催：「脳を活かす」研究会
  後援： 特定領域研究「脳機能の統合的研究」
  　　　 グローバルＣＯＥプログラム・「生存学」創成拠点（立命館大学大学院先端総合学術研究科）

開会の辞　福山　秀直　（京都大学）

午前の部（１０：００－１２：００）（同時通訳あり）
基調講演 “Neuroethics: Principles and Dilemmas”
  （「ニューロエシックス：その原理とジレンマ」）
ジェイムズ・チルドレス　氏（James F. Childress, University of Virginia）

特別講演 “Brain-machine interfaces: past, present and future”
  （「ブレインマシンインターフェース：過去・現在・未来」）
ミハイル・レベデフ　氏（Mikhail A. Lebedev, Duke University）

午後の部（１：３０－６：００）　シンポジウム（日本語での講演と総合討論）
「日本における脳科学研究と脳神経倫理」
　伊佐　正　氏（神経科学、自然科学研究機構生理学研究所）
「脳科学に規制は必要か」
　村岡　潔　氏（医学概論・医療思想史、佛教大学）
「エンハンスメントの哲学」
　金森　修　氏（科学哲学、東京大学）
「ＡＬＳの隠喩、ＴＬＳ（Totally Locked-in State)を概観する：重篤なコミュニケーション障
害をもつ人の在宅介護の体験から」
　川口　有美子　氏（ＮＰＯ法人ＡＬＳ／ＭＮＤサポートセンターさくら会、日本ＡＬＳ協会）

指定発言 （苧阪直行氏（京都大学）、高木美也子氏（日本大学）、信原幸弘氏（東京大学）、
  菱山豊氏（文部科学省研究振興局ライフサイエンス課））

参加費：無料（インターネットによる事前登録制）
ホームページ　http://hbrc.kuhp.kyoto-u.ac.jp/nourinri/IS_neuroethics.html



 

 

 

 

 

 

 

 


